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地域振興策 視察候補先の要望 

 

先の周辺住民意見交換会の中間報告を受けまして、吉田区検討委員会で審議した結果、関心

度の高い視察候補先を選びました。貴検討委員会の審議方向性にマッチング適いましたら、

吉田区として本案希望致しますので、上申致します。宜しくご検討お願いします。 

 

＜添付『地域振興策 視察候補のご提案』ご参照下さい＞ 

 

１． 今回上申視察候補先 

視察先候補 1   笠間クライガルテン 

視察先候補２   農林水産省 植物工場 千葉大学拠点 

 

２． 他の候補先（視察候補先３～７） 

検討をすすめるにあたり、必要と認められそうな第二弾視察候補として案を上げてい

ます。まだ優先度は考慮しておりません。 

 

３． その他 

集客施設としての先進性、排熱最大限利用、農業振興先進性、緑地空間の保全などな

ど検討するに際し、私達自身が情報 Update、学習すべき事項が多く、これらの観点

で２候補地を選びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域振興策 視察候補のご提案 

吉田区クリーンセンター検討委員会 
平成27年9月15日 



視察先候補1 
笠間クライガルテン 

＜滞在型市民農園＞ 
• 全５０区画  
  （身体障害者対応型：１区画） 
• １区画３００㎡ 
• 約３０㎡のラウベ（簡易宿泊施設）１

棟、約１００㎡の菜園、芝生、花壇 
• 年間利用料：４０万円／１区画 
＜日帰り市民農園＞ 
• 全５０区画 
• 約３０㎡の菜園 
• 年間利用料：１万円／１区画 
• 契約：滞在型・日帰りとも１年単位で最

長５年間利用可 
 

＜直売所＞ 
• さまざまな農業体験指導 
• さまざまな講習会 
   漬物、味噌、こんにゃく、ジャムづくり 
• ほたるの里南指原新米試食販売 
• バーベキュータイム 
• 野菜自慢コンテスト 
• 菜園コンテスト 
• 笠間市内の陶芸教室 
• 夕涼み会（８月）とクリスマス会（１

２月）。 

単なる菜園にとどまらず、コミュニ
ティ形成の場として、また重要な緑地
空間として都市計画の中に位置づけら
れており、市民生活の向上や健康増進
に大きな役割を担ってきました。 

バス・トイレ・キッチン付 

茨城県笠間市本戸4258 



視察先候補２ 
農林水産省 植物工場 千葉大学拠点 

講義付き見学コース 
植物工場見学に講義が付いた
コースです。見学は太陽光型、
人工光型、選果・出荷施設等
を一巡します。 

見学の前後に資料を配布し、
講義を行います。 

 

※所要時間：1時間30分～2時
間程度 

※受付人数：各回40名まで 

※講師：千葉大学名誉教授、
千葉大学教授 



視察先候補3 
アーバンファーム 

• 「のじまスコーラ」タイプの振興策を考えてみる。 

• 「よしだスコーラ」が実現出来ないか？（道の駅を超える進化形） 

• 強い農業経営者（食、農業、経営、人材マネジメント、マーケティングなどのMBA）人材
育成を計る。 

＜研修テーマ＞ 
排熱最大限有効活用
と吉田区の実情に合
わせた地域振興、農
業振興をセットに考
えて見る。 

東京都千代田区大手町2-6-4 

地域交流と地域振興を目指し、いつまでも地域住民の
集う場所であり続けることを願って「のじまスコー
ラ」名付けられました。「農・食・学・芸」をテーマ
とした、6次産業化の拠点 



視察先候補4 
城南島飼料化センター  

• 株式会社アルフォ 
• 東京都大田区城南島3-3-2 
• 資本金4.5億円 
• 営業種目：配合飼料原料の製造 
• 受け入れ企業：金融機関、商業施設、各学校給食等、

約1,000ヶ所 
• 納入先：日本配合飼料 
• 処理能力：168t／日 
• 飼肥料製造量：30t／日 

 
 



 
視察先候補5 

斉藤農園（船橋市） 
 

• 高度自動化ミツバ栽培 
• 光や温度を完全制御する、独自に開発した自動化ラインなど
によって「ミツバの18期作」を実現 

• 2000坪の温室でミツバを水耕栽培している。1日当たりの出
荷量は700～800ケース。 



視察先候補6 
トランスヒートコンテナの具体化先 

• トヨタが工場間で熱輸送 発電・生産時のエネ11％減  
• 2015/8/19 情報元日本経済新聞 
• トヨタ自動車が調達先の工場の排熱をトラックで輸送し、自社工場で使う実証を始めた。工場間で熱を共有することで、単独では

できない省エネを実現する。 トヨタ自動車は、調達先と連携し、単独では超えられない省エネの限界を突破する挑戦を始めた。元
町工場（愛知県豊田市）の周辺、1km圏内にある2カ所の調達先の工場から排熱を回収し、元町工場までトラックで運び、発
電や生産に利用する。2015年度に実証試験を実施… 
 

地域資源活用型プロジェクト（大阪府、大阪市）の例 
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